
女
性
委
員
長 

誕
生
に
期
待
の
声 

志
位
委
員
長
は
議
長
に
就
任
し
、
５
８
歳 

田
村
智
子
氏
が
女
性
と
し
て
初
め
て
委
員
長 

と
な
り
ま
し
た
。
党
内
外
か
ら
発
展
を
感
じ
る 

と
い
う
嬉
し
い
声
を
聞
き
ま
す
。
写
真→

 

私
は
初
め
て
党
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
に
は
何
が
必
要
か
。
こ
の
疑
問
に
、
多
様
な

国
民
運
動
を
横
に
広
げ
世
論
を
つ
く
る
事
が
決
定
的
に
重
要
だ
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
私
達
が
黙
ら
ず
声
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

金
権
腐
敗
や
「
失
わ
れ
た
３
０
年
」
の
経
済
と
雇
用
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や

食
料
や
気
候
危
機
・
・
な
ぜ
改
善
し
な
い
の
か
。「
閉
塞
感
」
の
原
因
は
何
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
支
配
勢
力
が
常
に
国
民
同
志
や
世
代
間
に
「
対
立
」
を

つ
く
り
、
怒
り
の
矛
先
を
権
力
側
に
向
か
わ
な
い
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
か

ら
で
す
。
連
帯
す
る
力
が
今
一
番
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

若
者
か
ら
期
待
、
党
の
「
未
来
社
会
論
」 

自
民
党
で
は
ダ
メ
だ
と
若
者
た
ち
が
気
づ
き
、
次
の
社
会
を 

模
索
す
る
新
し
い
動
き
の
中
で
日
本
共
産
党
を
知
り
入
党
す
る 

若
者
が
全
国
的
に
増
え
て
い
る
の
で
す
。
明
ら
か
に
、
時
代
や 

政
治
の
潮
目
、
大
き
な
変
化
を
感
じ
ま
す
。 

あ
る
保
健
室
の
先
生
の
闘
い 

各
地
の
発
言
の
中
で
青
森
県
の
元
養
護
教
諭
は
「
自
衛
隊
に 

入
隊
し
た
教
え
子
が
自
衛
隊
の
制
服
姿
で
学
校
に
挨
拶
に
来
て 

『
僕
は
自
分
で
選
ん
で
自
衛
隊
に
入
っ
た
け
ど
、
先
生
た
ち
は 

生
徒
に
自
衛
隊
を
進
め
な
い
で
ね
』
と
敬
礼
し
て
帰
っ
た
姿
が 

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
し
「
彼
は
、
本
当
は
み
ん
な
と 

一
緒
に
進
学
し
た
か
っ
た
と
思
う
。
自
営
業
の
両
親
が
お
店
を 

た
た
み
、
歳
下
の
兄
弟
も
い
て
親
に
負
担
を
か
け
ず
に
自
立
で 

き
る
進
路
を
必
死
に
探
し
た
の
だ
と
思
う
」
と
。
そ
し
て
「
私 

は
党
員
と
し
て
、
こ
の
子
た
ち
を
戦
場
に
送
る
わ
け
に
は
い
か 

な
い
」
と
選
挙
出
馬
を
決
意
。
闘
う
中
で
県
版
学
力
テ
ス
ト
も 

中
止
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
報
告
し
ま
し
た
。 

自
民
党
政
治
を
変
え
る
原
動
力
は
こ
う
い
う
現
場
の
声
で
あ
り
、 

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
言
う
国
民
の
怒
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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お元気ですか  
 

 

梅が咲く、春が近くに。神戸大学院法学部・上脇博之

教授は時の人。パーティー券の裏金問題を刑事告発した

人。最近、出版したばかりの「なぜ政治とカネを告発し

続けるのか」という著書を読んだ。教授は憲法学者でも

あり、その憲法からの視点は勉強になる。 

パーティー券であれ企業が買えば株主の政治思想等

を侵害する企業献金と言えるため憲法違反と解する事

ができると言うが、現行の政治資金規正法では一部しか

禁止しておらず、全面禁止が憲法上妥当だと言う。 

さらに、税金をいろんな結社がある中で政党にだけ国

庫補助する「政党助成金」も違憲、憲法上正当化できな

いと書いている。金権汚職事件等がクローズアップされ

た 1994 年の政治改革の際に解決のために導入された

制度だが、今なお年間約 300 億円を超える税金が日本

共産党を除く政党に配られている、もう止める時だ。 

先日の国会で岸田首相は、収入不記載の追及を受け

「銀行口座に預けているから裏金ではない」と答弁。 

反省も問題認識もない。不記載＝裏金は脱税です。 

おたまじゃくし

無料  生活・法律相談会 

２月１８日 午前 10時～12時 

新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

毎月・第３日曜日 開催中！ 
  

来ませんか？《地域こんだん会》 

日時：２月 10日１０時～１２時 

場所：初月公民館 
（万々商店街 100円ショップ東へ 100m） 

～ プログラム ～ 

☆ お琴の演奏  
☆ 第 29回党大会報告 

・県会議員 はた愛 

・党県委員長 春名直章 

☆ 地域要望など懇談 

第 29 回党大会『生れて良かった』実感できる新しい社会経済へ 
競争と弱肉強食、自然破壊の資本主義は変わる 自民党政治終わらせるカギ示す 


